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Set Free Global Summit からの分かち合い

 2016年４⽉ 4-7 ⽇ アメリカ・ノースカロライナ州グリーンズボロ

 Josh McDowell Ministry, Covenant Eyes 主催

 １９か国から３５０団体を代表する８００⼈の参加

 ⽬的︓ポルノという蔓延する問題について認識させ、教会が⾃由を勝ち取る戦うように励ますこと

 ウェブサイト︓https://setfreesummit.org/

1. 現実を知る 「Stop the Monkey Business(⾒ざる、⾔わざる、聞かざる）」
 Barna Group の調査結果︓

 男性だけの問題︖

 誰⼀⼈安全ではない。⾃分が⼤丈夫であっても、家族や教会員は︖

 脳科学の研究成果、この世がポルノの害に関して論じるようになった（Time 誌 2016 年４⽉ 16⽇

号の記事）。

 私の現実は神の栄光（ヨハネ９章「神の栄光のため」）︓「鍛錬という痛みをいま味わうか、後悔

という痛みを将来受けるか」

2. 教会（からだ）こそが解決
 三位⼀体の愛（「からだの神学」）

 「依存はうそをつく」「秘密は⼈間関係を破壊する」⾃⼰中⼼⇒関係の破壊⇒過度の耽溺⇒未成熟

という連鎖

 コミュニティとアカウンタビリティー「聖書にはプライベートな解決策は提供されていない」

 「⼈間関係なしのルールは依存を⽣み出す絶好の環境」

 「あなたは神の⼼を痛めることはできても、神の愛を消すことはできない（”You can break Godʼs

heart, but you canʼt break His love.”） 」。ホセア書”God loves the unlovely.” あわれみがある。

 誰しも回復途上。それぞれのレベル（ヨブ、ソロモン、サムソン）

 「ケープタウン決意表明」牧師への奨励、教会のメンバーとしての決意（ｐ７９）。⽔⾕潔師の提

⾔「⼥性の性的傷」への対応（「ヤンキー牧師の必笑恋愛塾」ｐ１２３－１３３参照）

3. 対話を始める
 Freedom︓罪や葛藤を分かち合う⾃由、罪の⼒からの⾃由

 「対話を始めよう。そして神にしかできない⽅法で、神に動いていただこう」

 ⼦どもを守る︕「⼦供たちがポルノを使⽤するようになるのは避けられない」

 ⽇本の現状︕しかし⽬の前にある現状に圧倒されず、今できる⼀歩を踏み出す。


